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照明に関する必要な公式
物理量 量記号 単位 意味

公式
(点光源の場合)

対称

光束 𝐹 lm (ルーメン) ある面を通過する光の明るさ 𝐹 = 4𝜋𝐼 光源

光度 𝐼 cd (カンデラ) 光束の単位立体角あたりの密度 𝐼 =
𝐹

𝜔
𝜔 :立体角

光源

輝度 𝐿 cd/m2 見かけの面積当たりの光度 𝐿 =
𝐼

𝐴
𝐴 :見かけの面積

光源

照度 𝐸 lx (ルクス) 単位面積あたりに入射する光束 𝐸 =
𝐹

𝑆
𝑆 :被照射体の面積

被照射体

光束

光度
輝度

照度

光源 被照射体 𝐸 =
𝐼

𝑙2
lx

距離の逆2乗の法則

𝐸 = 𝐸′cos 𝜃
𝐸′：法線照度

入射角余弦の法則
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R05上 問12
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R05上 問12

lm

lm

lm

lx

cd

cd/m2

lm/m2
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R0４下 問17
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R0４下 問17

点光源の全光束𝐹と平均光度𝐼0の関係は

𝐹 = 4𝜋𝐼0 → 𝐼0 =
𝐹

4𝜋
=
3000

4𝜋
= 239 cd

𝐸0
𝐸H

𝜃

𝜃
距離の逆二乗法の法則より、平均光度𝐼0と法線照度𝐸0の関係は

𝐸0 =
𝐼0
𝑙2
=
239

2.52
= 38.22 lx

法線照度𝐸Hは

𝐸𝐻 = 𝐸0 cos 𝜃 = 38.22 ×
2

2.5
= 30.6 lx

2.5 m
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R05下 問17
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R05下 問17

𝐸𝐴′

𝐼𝐴 =
𝐹𝐴
4𝜋

𝐸𝐴′ =
𝐼𝐴
𝑙2

𝐸𝐴′ =
𝐹𝐴
4𝜋𝑙2

=
15000

4𝜋 × 42
= 74.6 lx
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R05下 問17

5 m 5 m

𝐸𝐶𝐴
′

𝐸𝐶 = 𝐸𝐶𝐴
′ cos 𝜃

+ 𝐸𝐶𝐵
′ cos 𝜃

𝜃

𝐸𝐶𝐵
′

𝜃

点光源AによるC点の法線照度

𝐸𝐶𝐴′ =
𝐼𝐴
𝑙′2

=
𝐹𝐴

4𝜋𝑙′2
=

15000

4𝜋 × 52
= 47.8 lx

点光源BによるC点の法線照度

𝐸𝐶𝐵′ =
𝐼𝐵
𝑙′2

=
𝐹𝐵

4𝜋𝑙′2
=

15000

4𝜋 × 52
= 47.8 lx

C点の水平面照度
𝐸𝐶 = 𝐸𝐶𝐴′ cos 𝜃 + 𝐸𝐶𝐵′ cos 𝜃

= 47.8 ×
4

5
+ 47.8 ×

4

5
= 76.5 lx
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H19 問１1

𝐹 = 3600 lm

𝜔 = 2.36 sr

𝑆 = 20 m2

白熱電球

円形テーブル
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H19 問１1

点光源の全光束𝐹と平均光度𝐼0の関係は

𝐹 = 4𝜋𝐼0 → 𝐼0 =
𝐹

4𝜋
=
3600

4𝜋
= 286.6 cd

円形テーブルに照射される光の光束𝐹𝐴は
𝐹𝐴 = 𝜔𝐼0 = 2.36 × 286.6 = 676 lm

円形テーブルの平均照度𝐸は、

𝐸 =
𝐹𝐴
𝑆
=
676

20
= 33.8 lx

𝐹 = 3600 lm

𝜔 = 2.36 sr

𝑆 = 20 m2

白熱電球

円形テーブル

立体角の単位
sr：ステラジアン
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ご聴講ありがとう
ございました！！


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 照明に関する必要な公式
	スライド 4: R05上　問12
	スライド 5: R05上　問12
	スライド 6: R0４下　問17
	スライド 7: R0４下　問17
	スライド 8: R05下　問17
	スライド 9: R05下　問17
	スライド 10: R05下　問17
	スライド 11: H19　問１1
	スライド 12: H19　問１1
	スライド 13

